















一 編 集 後 記'
本年4月 に西独の シェール大統領 が国賓 として来 日され、 それを機会 にア レキサ ンダー ・
フォン ・フンボル ト財団主催のフンボル ト留学生学術交流会が京都国際会議場で3日 間盛大
に行 なわれた。第二次大戦後 この財団が再興 されてから25年 間に、約1000名もの日本人
が西独で1～2年 間の研究生活を送ったことにな り、会場 には多 くの阪大関係者の顔 も見ら
れた。 ちなみに、10名程の本編集委員の中で2名 が元留学生であった。
一国の宰相 が国賓 としての訪問先国での多忙 な日程の中で、このような会議に出席 し、 レ
セプションを主催 されたことは異例の こζであり、大統領⑳格調の高い演説 と相 まって、西
独の国 をあげての国際交流文教政策の深 さをつ くづ く感 じたものである。
日本 も今からでも遅 くない。世界各国 からもっと多 くの研究者 を受け入れ、 きめこまかい
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表紙:弾 的相転移による物欄 御
.(詳細は本文2頁)
